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一国語 .数学(算数).保健体育(体育)・技術家庭(家庭)について 一
はじめに
教宣言でも家庭でもまじめに勉強しているのに成緩のよ〈ない子がいる反面，教室にbける学習態度も
工くないし ，家庭でもあ主り勉強していないようなのに成績のよい子がいる。勉強が好きた子 ，嫌いな
子についての研究によると，知能の高低，人間関係{特に親子関係と教師との関連)，性格の三つが主
婆な条件としてあげられている。とれは学習一般についてではある於， ζの乙とはそのまま教科の学習
にあてはめて考えるとともできる。
また ，教科に対する好き鎌いに関する調査によると，小学校男子では恐和，休育が，女子では音楽，
国語が好かれ .級われる教科としては，男子では管楽 ，社会，国語が，女子では現科，社会，算数がめ
げられている。そして， その理由には ，特にあげられるものはなく， r楽しさJr $'もしろさJとい4
た興味からのものが多く ，その教科のもつ目的の理解や価値意識というようなものからはあまりみられ
ない。また，との傾向は低学年ほど明らかである。とのように，教科に対する態度は ，その教科につい
てのB的意識 .価値意識とは主主なった傾向を示している。
とのような教科に対する興味，好鎌，価値意識といったようなものを形成する条件としては ，教科の
内容 ，教師の指導形態 ，学業成績 ，家庭のふん闘気といったものが考えられるが ，教科に買すするとのよ
うな態度は ，学習意欲，動機づけに大主〈関係し，したがって学紫成績にも影響してくるものである。
学力の形成，向上といっても具体的には教室に訟ける教科学習が主要な位置を占めて$'.!?，また，逆に
教科に対する態度が学習全般じわたっての態度を形成するものと考える。
とのような意図から ，ζ とでは教科について児室生徒がどのような態度をもっているか ， そして，
それは，それぞれの教科の学業成績 ，あるいは学習態度とどのような関係があるかをみようとしたもの
である。
一般に，態度については行動的側面，感情的側首，滋知的側面が考えられ，行動的側面はその行動，
運動をひき》ζ し，感情的側面はその放さ ，程度を規定し ，認知的側商はそれに方向を与えるイメーク
と関係があるとされている。 ζζで用いたSD法 (SemanticDifferential Method)は
態度にがける認知的側面を測定するもので，従来人間の勝実行動や政治行動の分析に利用されてきたの
であるが ，イメージは行動を方向づけるものとして，広く人間一般の分析にも活用できるのではないか
と考えた。ととで問題としては ，どのようなイメージをもっているかというととと ，そとに示されたイ
メージはどの主うな因子から機成されているかがあげられるが，ととでは「どのようなイメージをもっ
ている刀、Jというととだけに限定した。
SD法(Ser回 nticDjf ferent ial Method )について
ある人のある場面にかける行動はその入がその場蘭をどのように知覚するかというととによって大き
く規定されるものである。すなわち行動はその状況がその人に対してもっている意味に依存していると
いうととができる。とれば人間の知覚や判断は対象の性格そのものについての直接的な反映でなく，感
情的反応をも含めて対象の属性を自分のもっている一定の枠に関係づけてなされるという事実に基づい
ている。 ζの関係づけの枠組 (f r am e 0 f r e fe r e n c e )は，集団にあっては集団規範としてメ
ンバーは同質の枠組をもち ，個人にあっては態度ゃ価値と関係している。との枠組は具体的には言語に
よって表現されるものであ!J，ζのζとから表現された意味を量的に測定するととができれば，逆に集
団，個人のもつ枠組を他と比較するζとによって推知され ，さらには集団 ，個人のもっている態度，価
値観を推知できると考えられる。
との研究はイリノイ大学のオスグァドらによってなされたもので共感覚の研究から出発したものであ
って，たとえば ，音楽を聞いたとき 「情熱的な音楽だ」とか 「暗い感じのする音楽だ」とかいう。さら
にある人はそれらの音楽に対して「赤い」とか 「青い」と感ずるとともある。とのように音楽を聞いた
感じを何らかの形容詞によって反応するととができる。とのととは音楽だけにli艮らず，他のあらゆるも
のについてもなされるにちがいないというととを前提として ，次の三つのものが主要な仮説としてあげ
られている。
1 さまざまな概念 (音楽 ，絵画の印象，物質の名称，現象等も含めて )は形容詞の意味空間
(semantic space )でとらえられる。
2 とのような形容詞は両極性をもち，一定の形容詞対によって評定するととができる。すなわち，
迷い音楽には遅い音楽が対応し ，赤い音楽には青い音楽が対応するように ，赤いー青い ，速いー遅
いという対によってとらえるととができる。
5 とれらの両極をなす形容詞の評定尺度Cs e ma n t i c s c a 1 e )は連続 (c 0 n t i n uum )で
ある。すなわら ，非常に速い音楽から非常に遅い音楽まで，あらゆる速さの音楽がどとかに位置づ
けられるにちがいない。
とれは方法としては ，従来の連想法と尺度法を結びつけたものであり イ具体的にはいくつかの形容詞
対 (あつい一つめたい，高いー低い等)からなる尺度上に ，あたえられた概念からうけるイ メージをプ
ロ y 卜するととによる。
ととで ，ある状況がある人に対してもつ「意味」とは「代表機能をはたす媒介過程(represent 
-ational mediation process)Jとしてとらえられ ，次のように説明される。
第 1図
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Sーー 意味体 Csignificate)無条件反射に
bける刺激のように ，つねに ，たしかに一定
の反応を伴う刺激
RT - Sによってひきbとされる全反応
S→ RTの結びつきは無条件反射のように強
聞なもの。
③ー刺激，条件反射にbける刺激であり ，ショバ(S )に対してサインとしてのブザー等
Rx-用具的行動(要求満足に役立つ行動)
rrn-RTのなかの代表的なもの sm-rmから起こる自己刺激
足にショ yク(S )を与えられた動物は複雑な行動 (RT，とび上る ，かけ廻る等)を必とす。ショ y
クに条件づけられたブザー(③)は"/r3~:7のサインとして，，，/;;~クがひきがけ金行動( R T )の
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うち一部分の反応 (rm-RTのうちもっとも大きなもの)をひきむとし ，それが自己刺激 (s m )とし
て，意味休(シ ョyク〉を載庭に入れたさまざまな用具的行動(Rx )をひき正?とす。 ζのようにサイ
ンとしてゆ地ぜしめる過程 υm~暗 m ) は意味体制自身によってひき抗された全行動はり
の一部分であるが故に，代表機能をはたしている (representationalである )のであり ，rm 
→ smはζのような短絡反応をするととによってひき訟とされた内部刺激smがRxと結びつくととに
かいて媒介過程 (mc d i a ti 0 n a 1 p r 0 c e ss )なのである。とのRxはrm→ smによって選択
的にひきま?とされるものであり ，とのようにひきbとされたRxは個人個人の異なった生活経験にもと
づくもので ，当然個人個人に工って異なるものであ9.Rxはサインの意味にふさわしい反応(態度 ，
価値観， 行動等 )であると考えられる。
とのような反応をとらえるために「意味宅問 (semantic spacc)Jという原溜的模型を設定
する。 一対の形容詞尺度はその空間の原点を通る一次関数をあらわすものとして ，ζれらの意味尺度は
多次元空間を構成するものとする。だから意味尺度の数が多ければ意味空間はそれだけ正確に定義され
るわけであるが ，本質的には同一方向の尺度も多いため ，その次元を完全に包括する最少の次元を求め
なければならない。オスグy ドはさをざ主な概念について .7 6の形容詞対を用いて次の事実を明らか
にした。
1 意味空間は多次元空間である。
2 とれらの因子，または次元は向程度に媒介半1断の過程で重要なものではない。
5 重要な因子は次のものである。
Evaluation (E.評価性)良いー悪い .完全なー不完全な ，あかるいーくらい
高いー低い等
Potency (P.潜在力) かたいーやわらかい ，強い一弱い ，男性的一女性的
重いー軽い等
Activity(A.活動性 ) あつい一つめたい ，はやいー遅い，複雑な一単純な等
宏穴重要さのj鼠序はE.P，Aのl演である。
4 意味空聞は操作的なものであるから ，概念の種類によって修正されるζ とがある。
また ，とのほかにStability(安定性 ，安定した一変わりやすい等 ).Tautness(厳格性，
角ばった一丸い等). Nove 1 ty(新鮮さ ，新しい一古い等)， Re c e p t i v it y(感受性 ，興味のあ
るー退屈な等 )Ag g r e s s ive t1e s s (攻撃性 ，攻撃的ー防ぎょ的) .その他(近いー遠い ，主観的
一客観的等)が見出され勺ハるが， Eが全体の 38%， P 1ι5%，A11.2%でζの三つが大部分を含
み ，他は非常に少なく なっている。
わが国でも意味尺度研究会によって日本語の意味構造の研究が行なわれてきた。 120の概念を 50 
の形容詞対によって 96名の大学生を対象に行なった結果，大体オスグy ドの場合と岡田じような結果が
みられたが ，E.P.Aのほかに後合因子としてEP(強いー弱い ，高いー低い等 )PA(重いーかる
い，はげしい-I>'だやかな等)， EA (若い一年とった ，にぎやかなーさびしい等 )，EPA(すばや
いーのろい等 )がみいだされた。
しかし ， ζれには復合因子が~< .相良 ，木村らの分析によると次の 4因子が抽出された。
General Evaluation 
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(1) Mo r a 1 C 0 r r e c t n e s s (論理的評価 〕すぐれたー劣った ，完全なー不完全な，正確なー不
正確な等
(2) S e n s 0r y P 1e a s u re (感性的評価 )やわらかいーかたい ，熱いー冷たい ，丸い一四角な
等
General Dynami.sm 
(1) Dyn ami sm (力動性)積橿的一消僅的，するどいーにぶい ，はやい-j;'そい等
(2) Ma g n i t u d e (巨大性)深いー浅い ，長いー短かい ，大きな一小さな ，広いーせまい等
伊とれを前の因子と比較すると， Eva 1 uation が理論的，諭理的整合性としてのMora 1 Correct 
-fnessと情緒的，感情的，印象的親近性としてのSensoryPleasureに分かれ，Activi t y 
とPotencyが併存してDynamismとなり .長い一短い ，大きい一小さいといった空倒的，静的大
小関係に関するものとしてMagnitudeが分析されている。動的力関係をActivity，静的力関係
をPotency，とれらの合わされたものをDynamismと考えるならば「力Jに関する次元を取b除い
た犬小関係のみを含むものとしてMagnitudeが考えられる。との調査はこの 4つの因子にもとづい
て考察在進める。
SD法の概略は以上のようなものであるが， SD法の結果として示されるイメージは. i特定の時点
にないて，特定の個人により ，特定の概念に対し，特定の主要な共通次元についてわりあてられた判断
の総和であるJというととができる。乙のととから方法的制約として次のととがあげられる。
(1) S D法によ b測定されたイメークの恒常性は保証されない。
(2) イメージ構成要素のすべてが包括されている保証はない。
(3) 部分の総和が全体であるという性質から ，構成要素聞の相互作用 ，変化の様相は考慮されず ，静
的なとらえ方である。
ζのようなととから ，SD調査の結果をその形成要因と関係づけて考えるには，面接によるイメージ
形成過程の追求 ，継続調査による時系列的資料の収集 ，無意識，潜在意識への接近として投影法などが
併用されなり・ればならない。
調査の概要
予備謁査・調査に使用するSD調査票作成のため予備調査を実施した。オスグッド， 意味尺度研究会
で分析された形容詞対を参考にして次の 25対を選んで予備調査を行なった。
悲しい一幸せな 大きな一小さな 美しい一美しくない
完全なー不寄金な 使杭なー不便な 広いーせまい
弱い一強い 新しい一古い やさしいーむずかしい
愉快なー不愉快な
近いー遠い
静かなーうるさい
男らしい一女らしい
積極的ー消筏的
深いー浅い
正確なー不正凝な
はっき bしていないーはっきり している
??????
?
???
楽しい一苦しい 単純な複雑な
やわらかいーかたい 調和したー不Z断日な
あかるいーくらい するどいーにぶい
会た ，スナーJレは従来の研究では 7段階を用いているが，被調査者の年令を考慮し ，i学校に対する
態度の分析J(菊地)を参照して 5段階とした。また，発達的傾向をみるととが目的 ではないが，小
学 5年 ，中挙 2年に実施した。尺度の提示順序 ，形容詞の左右の位置についてはランダムとした。との
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予情調査の結集として次のような変更，手続きを行なった。
1. IJ、主 5年生では調査意図を読みとれないものが多かったため .6年に実施するととにした。
2. 2 5の形容詞対からととばの不適切なもの ，尺度としてあまり芯味がないと思われるものとして
悲しい一幸せな ，近いー速い ，積極的ー消極的 .調和したー不調和な ，するどいーにぶい ，の5対
を除き ，残旬の 20;忠jをもって ，第 2表のような調査票を作成した。
との調査渓をもとに次のような概要で笑施した。
日時昭和 39年 12月
調査対象児童 ・生徒
第 1表
ー
|中学 2 年
一
|小学
調査対象児童 ・生徒
調査対象教科 情緒的，嫡り教科として国語，知的 ，論理的教科として数学(算数).身体運動を含
むものとして保健体育(休脊).技術 ，技能を含むものとして技術家経 (家庭)の 4教科について
実施した。
調査の種類昭和 39年度 1学期末学業成績
図研式学習法診断検査
Scmantic Differential Mcthod 
集計
SD調査 ①学年別 ，男女別 ，教私別による平均値と様準偏差
第 2表
②男女間 ，教科間のDscore;l;.よび順位選相関係数
@ プロフィーんの作成
学年 組 番なまえ
あなたは ，毎臼 ，学校や家庭で ，いろいろな科目の勉強をやっているわけですが ，それぞれの科目に
ついて ，どんな感じを払っていますか。その感じを書いてください。
感じを帯いてもらうわけですから ，正しい答とか ，ZEちがった答というものはありません。また ，よ
い答とか .惑い答というものもありません。
記入のしかたは ，下の例のように ，自分で感じたととるに.0印をつければよいのです。
たいへん すとし
例しろい
どちらでも
ない す ζし たいへん
くろい
では.r国語」あるいは「国語の勉強」というととばから .どんな感じをうけをすか。
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た す ども す たし、
ζ ちな と
u、 註
... らい ... 
ん し で し ん
2 3 
1小さな 大きい P P Mg 
2美しく ない |美しい E E SP 
3完全な 不完全な E E MC 
4不便な 便利な E E MC 
5広い せまい P EP Mg 
6うるさい 静かな A A Mg 
7弱い 強い P EP D 
8新しい 古い N EA D 
?むずかしい やさしい A EP SP 
1 0男らしい 女らしい P D D 
11嫌いな 好きな E SP 
12はっきりしている はっき旬していない E EP D 
13不愉快な 愉快I.r. E E SP 
1 4楽しい 苦しい E E SP 
1 5単純な 復維な A P 
16深い 浅い P A Mg 
17四角な 丸い T EP SP 
1 8やわらかい かたい P P SP 
19正確な 不正確な E MC 
20あかるい くらい E E SP 
註 1はオスグ yドの分類によるもの E-Evaluation P-Potcncy A-Activity 
N-Novelity T-Tautnessを示す。
2は意味尺度研究会の分類によるもの E-Evaluation P-Potency 
A-Activity EP-EvaluationとPotencyの後合 I EA -Ev a 1 u a t i. 0nと
Activityの復合。
3相良 ，西村，山本 ，飽戸 ，によるもの MC-Moral Correctness 
SP-Sensory Pleasure乙の二つをGeneral Evaluationとし ，Mg-Magni 
-tude D-Dynami smとのこつをGeneralDynamismと名付けている。
学業成絞と SD調査
① 教科別 ，成績段階別 ，男女別平均尺皮得点の算出
② 成績段階闇 ，教科間 Ds c or eの算出とプロフィ ーノレの作成
学習指E診断検査と SD調査
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①教不明1，学 習法段階別，男女別平均尺度得点の算出
(l，?) 学習法段階間 ，教科聞Dscoreの算出とプロフィ ーノレの作成
なか.調査の実施は教育研究所員が行なった。 今
結果とその考察
1 S D;去の結果
各形容詞対尺度の得点は，教科別 ，学年別 .性別に集計して第 3表と第 4表にまとめた。得点は左端
に 5点を与え，右へ4点， 3点 I 2点 ，1点として平均と標準備差を算出した。
平均点で目立ったものをみると ，小6では国語には特に見当たらず .算数で， 不便なー便利な(1.82)
正確なー不正確な(4. 1 0 ) I体育で，.弱い一強い(1. 9 7 )楽しい一苦しい (4. 1 3 ) ，あかるい 〈ー
らい(4. 3 5 )，家庭科でi不便な一便利な(1. 9 9 ) ，男らしい一女らしい(1. 6 1 ) ，あかるい 〈ー
らい(4. 1 5 )があげられる。
中Zではやはり国語では特になく数学で，不便な一便利な(1. 6 1 ) ，単純なー複雑な(1. 9 6 ) ， 
正確なー不正確な (4.29)，保健体育(以下保体とする)で，広いーせ設い(4. 0 1 ) ，弱い一強い
( 1.7 9 ) ，あかるいーくらい (4.24)，技術家庭(以下技家とする)で，不便な一便利な(1.9 6 ) 
があげられる。
小 6J中2とも同じものが多く ，因子の分類からみれば， MC，SPIこ含まれるものである。
性別にみると，どの教科も大きな違いはみられないが，中 2の技家が自立っている。 ζれは男子と女
子との問の教材内容の差からでてくるものと思われる。すなわち男らしい一女らしい(男 4.3 0 女
1. 9 3 )やわらかいーかたい(男 2.4 2 女王 57)である。
とのように ，得点がかたよってかり ，その拡がbが小さいものについて特に男女の差がないというの
は，ぞれぞれの教科について，大部分のものが同じような感じ，イメージをもっていると考えてよいと
思われる。
SDi法の集計には，尺度得点とともにDscoreや各概念聞，尺度聞の相関が尋えられている。 D
scoreは
Dij=~五万T
によって示される。 Dij は概念lとj との同ー尺度上の得点の~g þ を示すものであÞ I Di}は使用された形
容詞尺度にbいて比較されるこつの概念が，それぞれの尺度得点とは別に ，どのような差をもって示さ
れたかを示すものであり ，相関係数とは別のものである。
とのDscoreを示したものが第 5表である。
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第 5 表 中 学 2年 各意味尺度
|三週 国 語 数 -で~男 女 置十 男 女 晋fM SD M SD ル1 SD M SD M SD M SD 
11/J、さ な 2. 8 2 O. 7 8 2. 5 1 0. 7 1 2. 6 6 0.& 9 2. 2 7 O. 9 I L 9 4 U 6 2. I 1 O.9 I 
2 突 し く f'.{い 2. & 3 L 0 7 2 6 6 0.8 8 2.74 U. 9 7 3. 0 9 且9 3 U 4 0. 3 1 3. 0 1 0. 9 4 
3完全な 11 4 L 0 0 3. 2 0 O.9 2 117 0. 9 6 18 8 L 1 2 4. 0 3 1 0 7 19 6 L I 0
4 不便な 2. 3 3 lO 0 2.2 1 L 07 2. 2 7 o.g 9 LS5 0. 8 I L 6 1 o 8 2 L 1 3 且83 
5 広 b、 13 0 L 0 6 3. 9 0 O. 9 1 3. 6 1 L 0 6 3. 1 7 1 09 4. 0 1 o 9 4 3. 9 0 L 0 1 
6 うるさい 2. 7 6 1.0 6 2. 6 0 lO 9 2. 6 8 1 0 8 3. 2 I o.s 2 3. 1 4 1. 0 I 3. 1 7 O. 9 6 
7liHJ も、 3. 3 2 O. 9 6 主26 O. 8 2 3.2 9 O. 8 9 2. 5 6 O. 9 7 2. J 7 1 0 5 2. 4 6 L 0 2 
8 新 し い 2. 4 8 1. 0 3 2. 6 6 1. 0 0 2.5 6 L 0 3 3. 3 3 1 1 0 14 3 L I 4 3. 3 8 1. 1 3 
9 むずかしい 3.50 0. 9 6 2.9 1 O. 9 4 12 3 且99 3. 9 2 L 0 8 18 I L 1 9 18 7 L 1 3 
10 男らしい 2. 1 4 O. 7 2 2. 4 6 。i.7 3 2. 6 0 0.74 3. 2 7 0.6 4 3.41 0. 7 1 3.3 5 0. 6 & 
11 鎌 L、すよ 13 3 L 0 9 2. 5 3 0.9 1 l.9 0 L 1 1 1 1 5 l. 3 6 3. 2 6 L 2 2 3.2 1 L 3 0 
12 はっきり し ている 2. 7 4 1 J 8 2. 9 3 lO 5 2.8 3 L 1 2 1 5 6 1 3 1 3.9 4 1.15 主1 6 L2 j 
13 不愉快な 2. 9 4 0. 8 5 2.1 9 且68 2.8 6 0.7 7 3. 1 2 1 0 1 10 3 且19 3. 0 7 0.9 I 
14 楽しい 2.9 2 0. 9 7 139 O. 1 8 1 I 6 且91 2. 9 1 L 1 0 2. 8 1 0.8 2 2. 8 9 o 9 6 
15 単純 な 2.4 1 0.9 4 2. 5 6 1 0! 2. 5 I L 0J L 9 6 1. 0 3 19 6 0. 9 5 L 96 0. 9 7 
16 探 t、 15 5 L 0 1 136 L 0 7 1 45 L 0 5 4.1 2 0. 9 5 17 6 且96 3. 9 3 且98 
17 四角 な 3. 0 6 0.9 8 2.6 7 o.s 8 2.&6 L 0 9 1 4 2 0.9 2 1 5 1 O. 9 4 3.5 0 0. 9 3 
18 やわらかい 3.0 3 1. 0 0 3.5 I 10 I 3. 2 8 1 03 U 6 O. 7 7 2. 0 7 O. 8 2 2. 2 2 1. 1 8 
19 正施 すよ 2. 9 6 Ll3 3.1 4 10 2 3. 0 4 1 0 7 4.l7 1. 0 0 4. 4 0 O. 9 2 4.2 9 0. 9 7 
20 あかるい 3. 0 3 0841 3.54 0. 7 7 : 3.29 O. 8 4 3. 1 5 o.s 9 3. 1 0 0.8 5 3. 1 3 0.8 7 
明
※ 蛇>3は左のスケールに ，1.1く3は右のスケールに近づく
第 4 表 小学 6年 各意 味尺度
三週 国 路 ~ 数男 女 宮十 男 女 書十M SD M SD M SD M SD M SD M SD 
111、さ な U 5 O. & 9 2. 4 2 O.8 8 2.3 4 O. 8 8 2.  3 lO 8 2.2 6 1. 0 8 2.24 0. 9 9 
2 笑しくない 2. 5 4 1. 0 8 2.5 2 O. 9 7 2. 5 3 1. 0 3 2.9 7 0. 9 1 2.96 O. 7 8 2.9 6 o 8 4 
3完全な 3. 5 6 11 8 166 色96 3. 6 1 O. 9 8 3.94 0. 9 4 3. 7 6 lO 0 18 4 D.9 7 
4不便な 2.2 5 L 1 5 2. 1 5 1. 1 2 2.20 L 1 4 1 8 1 Ll4 16 4 0. 7 1 182' LOO 
5 広 も、 163 1 1 9 3. 5 5 lO 7 3. 5 9 L 1 3 3. 9 8 且94 3.& 2 10 1 19 0 0. 9 7 
6 うるさい 2. 7 8 II 0 U 4 11 3 2. 6 0 L 1 3 3. 0 3 0. 8 5 J 1 0. 8 3 3.08 0. ， 4 
7 事事 b、 2.5 6 L 0 9 2.8 5 1. 1 1 2.3 1 L 1 1 2. 3 3 L 1 1 2.0 I lO 1 2.L 6 1. 0 7 
8 新 しい 3. 1 9 L 1 8 U9 1.3 7 3. 1 9 1. 0 9 lo 2 L 0 8 3.15 0.9 6 3. 6 9 1. 0 1 
9 むずかしい 3.4 6 0，9 7 12 0 10 8 2. 3 2 L 0 4 3. 3 8 L 1 7 3.6 9 1 0 0 15 4 1 1 
10 男らしい 3.11 且71 2. 7 2 0. 6 5 2. 9 I 0. 7 1 15 9 0. 8 7 11 7 O. 6 9 13 7 0. 8 0 
11 嫌い 1'.( 3. 3 0 Ll 6 2.5 2 1 0 3 2.89 L 1 1 2匂 81 L 3 2 2. 8 9 1. 2 0 2. 8 5 L J 7
12 はっきり している 3. 3 0 12 3 3. 4 8 107 3.3 1 1.1 2 1 7 9 U6 9 3.~ 2 1. 0 9 3.86 1. I 0 
13 京 愉快な 2.95 O. 9 5 2. 7 0 O. 7 7 2.8 5 O. 8 7 2. 1 G O. 8 8 2.8 5 O. 8 8 2. 8 J O. 8 8 
14 栄 しい 2. 9 4 1. 0 5 3.5 5 o. 93 3. 2 6 1 0 3 3.0 2 L 1 4 3.2 0 1. 0 3 3.1 1 1.0 9 
15 単純な 2. 5 6 1. 0 ~ 3. 0 0 且95 2. 7 9 1. 0 1 2.l 8 lO 5 2. 3 4 1. 1 0 2. 3 6 10 8 
16 深 L、 3.4 6 1. 0 8 3.5 5 且93 15 1 1. 0 0 3. 6 7 0. 9 6 3. 7 5 L 0 0 3. 7 1 6.9'7 
17 四角 1'.{ 2. 8 ~ lO 5 2.85 L 0 5 2.8 5 1. 0 ! 3 2 4 L 2 0 3.5 6 O. 9 5 3.4 1 l09 
18 やわらかL、 3. 1 0 1. 0 6 3.3 1 L 0 5 12 1 L 0 7 U 0 1 0 9 2.3 8 1. 0 j 2. 3 9 1.0 7 
19 正確な 12 1 1. I 6 3. 8 9 10 0 3. 6 7 1 0 8 4. 0 8 1. 0 7 4. 1 1 0. 9 5 U 0 
20 あかるい 3.4 6 L 0 5 17 7 0. 9 3 16 0 1 0 0 主62 L 0 3 3.5 5 且84 15 8 0. 9 4 
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得点(平均点と標準偏差 )
保 鎚 体 育 技 術 豊侠 庭
男 J;4 書十 男 17: 書十
M SD M SD M SD M SD M SD M SD 二え さr - .Jレ
2. 2 7 0. 9 1 2，.11 Q.3 1 2. 3 5 O. 8 7 2.6 7 O. 9 7 2.8 0 0. 8 1 2. 1 4 0. 8 9 大き な
2.l 4 LO 4 2. 1 7 O. 9 2 2.2 1 0. 9 5 2. 8 3 且92 2. 4 1 Q.9 3 2.6 2 0. 9 5 美し L、
3. 4 5 0. 9 7 3. 5 5 O.9 2 3.4 9 O. 9 5 3.4 5 0. & 9 3.3 9 0.9 6 U2 0. 9 3 不完全な
2. ~ 6 O. 9 9 2.3 1 Q.9 4 2.2 9 0.9 7 2‘1 2 1. 0 9 1. 7 9 O.9 3 1.9 6 1 0 3 金利 な
U 5 Q Y 2 4.06 O. 8 8 t 0 1 O. 8 9 3.4 5 O. 9 6 3. I 3 0. 9 7 3.2 9 O. 9 8 せ ま L、
3. 5 S O. 9 2 U5 O. 8 3 3.5 .， O. 8 8 3. 7 3 O. 8 1 2. 6 9 1. 0 8 2.84 O. 7 9 静か な
1.82 O. 9 6 1.6 3 O. 5 1 1. 1 9 O. 8 5 2.3 2 O.8 8 3.0 9 O. 1 9 2. 1 J O. 9 2 強 L、
3. 6 2 0.9 1 3. 6 3 O.9 5 3. 6 3 Q93 3. 2 4 1.1 1 3.0 6 O. 9 8 3白 15 1. 0 8 古 も、
2.&6 1. 0 9 2. 8 6 O. 9 0 2. 8 6 O. 9 9 3. 2 7 O. 9 8 2. 8 0 O. 9 & 3. C 9 2. 9 4 やさしい
3. 8 8 O. 7 6 3. 5 6 O. 1 9 3.7 1 O. 7 9 4. 0 0 0. 8 0 1. 9 3 O. 8 1 2.9 4 l. 3 1 女らしい
2. 1 4 l. 3 4 2. 3 1 1. 0 7 2.2 3 L 2 0 2.5 0 1.0 8 2. 4 4 L 1 9 U7 L 1 1 好 き な
3 6 1 O. 9 5 3. 8 ~ 1. 0 0 3.1 4 且98 3. 4 8 。.9 1 3. 1 6 0.9 9 3. 3 1 1. 0 0 はっきりしてい却，、 | 
2. 2 1 O. 9 5 2.1 6 O. 9 5 2. 1 8 O. 9 5 2.6 4 O.8 8 2.4 7 0.8 9 2. 5 5 0.8 9 愉快 な
177 l 1 0 3. 9 6 O. 9 2 3.8 1 1.0 1 3. 5 9 0.8 7 3.6 7 Q9 4 3. C. 3 0. 9 1 苦 しい
2.9 1 且9; 3.0 9 0. 9 9 3.0 3 0. 9 5 2.5 6 1.0 2 2. 1 3 1.0 0 2.6S L 0 1 複雑な
3. 0 4 O.9 7 3. 1 3 0. 8 5 3.0 9 O. 9 1 3. 2 9 止95 3. 0 4 O. 7 1 3. 1 6 Qs 7 浅 L、
2. 9 6 0.9 6 2.9 9 0. 1 I 2. 9 1 O. 8 4 3. 4 ) Q9 5 2. 7 6 0.6 6 3. 0 7 0. 8 8 メも も、
3. 3 0 L 0 4 3. 4 7 L 0 2 3. 3 9 1.0 3 2. 4 2 0. 9 2 15 1 0. 9 1 3. 0 2 1. 0 8 iI> R L、
3. 4 7 O.9 1 3. 5 7 O. 9 ) 3. 5 2 O. 9 4 3. 8 0 11 0 3. 4 9 0. 9 3 3. 6 4 1. 0 2 不正確な
4.08 O. 8 8 4.3 9 O. 8 1 U 4 O. 8 5 3.2 4 0. 8 1 4.0 4 O. 7 9 3.6 5 O. 9 2 く ら b、
得点(平均点と標準備差)
体 育 雪正 底
男 女 君十 男 女 置十
M SD 九4 SD ルf SD M SD ル1 SD M SD ユケ ー Jレ
2. 0 2. 1. 0 3 2. 1 3 O. 9 9 2. 0 1 1. 0 1 10 6 L) 1 2. 8 5 0. 9 9 2. 9 5 1.0 5 大き な
2.54 1. 1 3 2. 3 9 L 1 3 2.46 L 1 6 2. 2 9 L 0 6 2.2 9 1.0 1 2 2 8 1.1 0 美 しい
13 5 1. 0 6 3.4 9 l. 0 2 3. 4 2 L 04 3. 4 0 且97 3. 5 5 L 0 3. ~ 8 且99 不完全な
2.1 3 0. 9 ~ 2. 1 1 且93 2.19 0. 9 3 2.17 L 1 2 L 8 2 且96 L 9 9 L 05 便利な
uo 0. 9 3 4. 1 7 0. & 4 4.13 0. 9 2 2.9 2 1. 1 0 3. 5 ~ L 0 3 3. 2 5 Lll せ 玄 L、
3. 4 0 且93 15 6 O. 9 1 3. 4 9 0. 9 2 2.9 4 LZ 1 2. 3 0 L 0 7 l.6 0 L 2 ) 静か な
L90 l 1 3 2. 03 ). 0 9 L 9 1 L 1 1 3. 4 6 0. 9 9 3. 0 6 1. 0 6 3. 2 5 L 0 3 E愈 L、
190 1. 0 1 3. 6 2 1.0 3 3. 1 2 L 03 3. 4 1 1.2 6 3. 2 5 1.0 3 3. 3 3 1. J 4 省 L、
2. 7 8 1. 2 1 2.9 2 1. 2 S 2.3 5 1.2 I 3. 0 0 1.) 0 2. • 9 1. 1 2 2. 1 3 l.1 4 やさ し い
4. 3 2 0. 8 8 3.56 O. 3 4 3. 9 2 O.9 3 1. 6 1 O. 8 8 L 5 5 0. 1 1 1. 6 1 。ω81 女らしい
L 9 0 1. 2 9 2. 1 8 1.2 4 2. 0 6 1.2 8 2.9 2 1. 4 0 2. 1 5 0. 9 1 2. 5 1 1.25 好 き な
3.7 ) 1.0 2. 163 ). 0 0 3. 6 6 1. 0 ) 3.1 3 O. 9 8 3.3 1 1.1 2 3.2 1 1.0 3 はっきりしていたい
2. 1 1 l.0 ~ 2. 2 3 l.0 3 2.17 1. 0 4 2.6 2 1. ) 2 2.4 1 0.88:2.51 1. 0 0 愉快な
1.32 O. 9 9 3.97 l. 0 9 4. 1 3 1.2 J 3. 1 5 1. 0 5 4. 1 0 O. 9 5 3. 9 3 1.0 2 苦 しい
3. 2 4 O.9 4 3.3 0 1. 0 9 3. 2 1 1. 0 0 3. 0 3 1.1 3 3. 3 8 (l 8 3. 3. 2 2 O. 9 9 複雑 な
3目22 L 1 5 3. 2 5 O. 9 1 :l.2 5 1. 0 0 3. 0 6 1.0 1 3. 0 ~ 1. 0 ) 3.0 5 1. 0 4 浅 L、
3. ) 0 1. 1 2 3. 0 6 O. 1 2. 3. 0 9 l. 0 1 2.5 2. L 0 5 2. 4 6 0. 9 2 2. ~ 9 O. 9 8 芦L L、
1) 9 L 2 4 3. 0 1 1. 1 9 3. 1 0 1. 2 2 3. 1 3 ).0 7 3.8 5 0. 8 9 3. 1 9 0.9 9 '1;> 1とも、
11 0 O. 9 5 3. 7 0 0.y 3 3. 1 0 凪94 3. 4 0 1. 3 8 3. 1 0 0. 8 5 3. 5 6 O. 9 1 不正確な
4.52 0.5114.35 O. 9 8 4.  3 O. 6 6 4. 1 5 0. 9 9 4φJ ~ O. 9 1 4. I 5 0.9 1 く らい
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第 5表 性別教科問 D score 
(1) 中学 2 年 (2) 小学校 6 年
国 語 数学 保体 技家 国組"ロ 算数 体育 家庭
国語 y'~1. 6 0 2.36 3.53 2.73 国語 1.54 1.08 3.1 7 2.60 
数学 五34 0.89 2.1 1 五日P 算数 2.29 0.82 2.71 五55
保体 2.87 3.39 0.69 1.79 体育 1.95 2.41 1.03 五89
l技家 1. 51 五76 2.78 3.00 家庭| 1. 9 9 3.78 五06 1.65 
L一一一一
※対角線の枠は男女聞のDscoreを示す。
各学年とも対角線の上は男子を示し ，下は女子を示す。
とれによってみると平均得点でははっきり しなかった差を明らかにみるととができる。
中2では，各教科を性別にみると，技家がもっとも大きく五日 o .ついで国語1.6日，数学0.89
休脊0.6 9となっている。般家で差の大きいのは前にもふれたようにその教材内容の差から〈
るものと考えられる。また ，国語については高学年になるにつれて男子は理科系 ，女子は文科系に興味
をもっという一般的な傾向から考えられる。数学に差がないのは ，その興味の対象としてよbは内零，
性質についての判新が先に立って差をなくしたものと考えられる。
小 6にお、いても家庭で中 2の技家ほぎの，差はみられないだけで ，その他は同じような傾向を示し
ている。
とれをさらに， 性別 ，教科聞についてみると，中 2男では国語，保体が3.5 3でもっとも大き く， つ
いで数学 ・技家(3日ヲ)，国語 ・技家 (2.73)，園鰐・数学(2. 3 6 ) ，数学 ・保体 (2. 1 1 ) • 
保体 ・技家 (1. 7 9 )のj肢となって;I;''t，女子では数学・技家が3.7 6でも っとも大き く，数学 ・保体
(五 39 ) .国語 ・数学(玉 34 ) ，国語 ・保体 (2.87)，保体・技家(之 78)，国語 ・技家
( 1.5 1 )の厭である。
男子では国語は情緒的な商を含むt't質から他の論理的な数年や逮動 ・技能を含む保体 ・技家との差が
大き<，女子では国語と技家との差は小さいが数学 ，保体で大きく ，また， 数学と保体 ・技家との差が
大きくなっている。 〆
ノj、6男女でも大体同じような傾向を示し，男子で体育 ・家庭(五 89 ) ，算数 ・家庭(五 55)閏誇
の体育 〔五 17 ) ，算数 ・体育 (2.71)，国語・家庭(2.60)，国語 ・算数 (1. 08)とな.l1，女
子では算数 ，家庭 (五 78 ) ，体育 ・家庭(五 06).算数 ・体育 (2. 4 1 ) ，図書否・算数(2. 2 9 ) 
国語 ・家庭(1. 9 9 ) .国語 ・休脊(1. 9 5 )となっている。
興味，態度の方向としては中 2にかなりはっきりとあらわれ ，小 4では全般にその差も小さくなって
し、る。
とれをさらに因子の分類によって示したのが第 6表である。
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第 6表男女，教科聞にbける因子類別Ds C 0 r 
(1 )中学 2 年
男女間 男子教科間 女子教 科間|、 国 数保体 技家 国・数国 ・体国・技数・技数・休休・銭闘・数悶 ・体同・銃数・技数。体体・技
MC 0. 1 0 O.2 0 虹1 0 O.2 6 O.8 7 O. 3 5 O. 4 2 O. 4 7 (l 5 3 O.2 0 O. 9 6 O. 3 2 O.3 7 O.8 7 0.6 9 O.3 2 
SP O. .j8 且~ 4 O.I 7 O.5 7 O.3 3 O. 7' 6 O. 4 80. 4 5 O.8 2 Q.5 7 O.7 7 O. 4 8 O.2 6 且92 0.9 6 O. 2 4 
D Q.9 1 0.2 2 O. 2 2 1 1 2 O.7 3 1.I 8 O.9 6 O. 4 0 O. 5 0 O.3 3 O.7 9 O. I 0 O. 3 6 0.8 2 O. 9 5 11 8 
Mg O. 3 6 O. 2 8 。， 1 0 0， 5 6 O. 5 1 0. 6 3 O. 5 I O.5 6 0.5 7 O.3 5 O. 6 7 0， 5 0 O. 4 5 0.7 5 O.4 5 O.6 6 
(2) 小学 6 年
男女間 男子教科問 女子教科間代国語算数体育家庭 国.;r.国・体図 ・家算・家算・体体・家 国・算国・休園・家算・家算・体体・家
MC (l 3 6 。ー17 O. 1 0 札42 O. 5 6 O. 2 6 o 1 4 。，5 3 O.4 5 O.1 7 O. 3 3 O.1 0 O. 2 0 O. 2 8 O.3 7 O.2 0 
SP 0. 4 0 O. 1 7 。20 O.3 6 O. I 1 O. 8 7 O.5 2 0.6 9 O. 1 1 O.5 4 O.5 2 O.3 9 O. 4 6 O.9 5 O.6 8 O. 4 1 
D 。， 3 0 O. 2 g O.4 2 。9I O. 3 7 0.8 1 O.8 6 1.  1 O.4 8 1. 5 8 O. 6 6 O. 6 9 O.6 2 1 0 3 O. 2 2 116 
Mg 0. 2 0 。10 O. 1 0 O.6 4 O. 5 6 O.7 4 位32 1 O.8 21 O. 3 9 1 0 3 71 0.3 5! (l6 3 O. 3 9 O.8 0 
まず性別にみると，中 2では技家のD ( 1. 1 7 ) .国語のD (な 91 ) ，小 6では家庭のD (0.91)
で ，いずれもDの差が大きい.Dとは弱いー強い ，新しいー古い，男らしい一女らしい，はっきりして
いるーはっき Dしていない ，の 4尺度である。また差の小さいものは中 2では ，国語 ・保体のMCと保
体のMgがともにO.1 0である。ま た，小6では体育のMC，算数，休育のMgがともにO.1 0である。
MCは完全なー不完全な ，不便なー便利な ，正確なー不正確な ，の3尺度であ9• Mgは a小さな一大
きな，広いーせまい，うるさい一静かな ，深いー浅い ，の4尺度である。
次に，各教科について示された各尺度得点の順位によって順位相関係数を算出したのが第 7表である。
第 7表教科間順位相関
(1) 学年別相関
国語 数(算)何本(体)技家(家)
国 語 0.87 日66
数(算) 0.42 0.69 
備本(体) 0.30 0.3 B 
ぢ家(家) 0.51 0.62 0.79 
対角線ょD上は小6，下は中 2
の相関係数を示す。
U65 
0.39 
な75
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(2) 中学2年男女，教科別相関
国語 数学 保体 技家
国語 0.4 1 0.47 -0.20 0.04 I 
数学 0.34 0.97 日.37 0.6 B 
保体 0.45 0.46 0.97 0.7日
技家 0.83 日。29 日.41
(3) 小学6年男友・教科別相関
国 語 算数
国 軍ロロ 0.72 0. 81 
算数 日72 日97 
体育 0.71 日75
家庭 0.84 0.31 
体育
乱46
日67
0.57 
0.61 
家庭
0.25 
日.18 
0.31 I 
0. 86 I 
(2) ， (3)とも対角線上の枠は同一教科についての
男女聞の相関であり，対角線の上は男子につい
ての教科間相関を示し，下は女子についての教
科間相闘を示す。
まず，学年別にみると ，中 2では，保体と技家が O.7 9で高いが，他は低い。運動と技能的な面とに
共通した態度がみられるというととである。男女間では数学 s保体が非常に高く，教科の内容 ，性質に
対して男女間に共通した態度がみられるのに対して，国語，技家では非常に低い。とれはDscoreの
ととろでもみられたととである。
また，男子では，保体と技家に O.7 0と高い相関がみられるが ，他は低<，国語と保体では逆の関係
がみられる。女子では ，国語と技家にD.8 3の相関であるが，他は低い。 ζれらはいずれもとの4教科
についての態度に独立性のあるととを示している。
小 6では，国語と算数(口.87)，体育と家庭{口.7 5 )に相関が高<，男女間では算数 (日‘ 97)
が非常に高く，家庭 (0.86)，国語 (0.72)，体育 (0.57)の順となっている。
男子では国語と算数に口.8 1と高い相関を示しているが ，他は低く，女子では国語，家庭で O.8 4と
高<，算数，体育 (0.75)，国語，算数 (0.72)，国語，体育(O. 7 1 )と比較的高い相関を示し
ているが ，算数，家庭では男子と同じように非常に低くなっている。
第 2図中学 2 年
やわらかい
かたい
単純な
複雑な
男子
愉快な・不愉快な
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一一一一国語
・ーーーー数学算数)
一一一保健体育
一一一技術雑
やさしい
むずかしい
好きな
嫌いな
(家庭)
中学 2 年
やわらかい
かたい
小学 6
やわらかい
かたい
女子
愉快な・不愉快な
完全な・不完全な
愉快な・小愉快な
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やさしい
むずかしい
やさしい
むずかしい
小学 6 年 女子
正倖な
不正Its:
? ??
?????
???
?
?
? ?
? ? ?
?
い
やわらかい
かたい
やさしい
むずかしい
楽しい
苦しい
恰tえな
不愉快な
とれまでに各尺度得点 ，Dscoreを概観してきたが， 20の尺度の中から比較的教科日に差のある
もの 12対をとD出し，その方向性を一定にして各教科に対するポジティプ(積極的 ，肯定的)な商と
ネガティプ(消極的 ，否定的)な面とがどのような関係にあるかをみようとしたのが第 2図のダイアグ
フムである。とD出された尺度は ，完全なー不完全な ，不便な一便利な，新しい一古い ，むずかしいー
やさしい ，嫌いな一好きな，はっき タしたーはっきbしていない， 不'愉快なー愉快な ，楽しいー苦しい
単純なー復雑な，やわらかいーかたい，正確なー不正確な，あかるいーくらい，の 12尺度であるが，
I単純なー複雑な」のようにポジティブ，ネガティ プの方向がはっきり したいものもある。また 2調査
ではその方向性を一致させなかったので，それらについては得点を逆算してプロ y トした。
周辺部にポジティブなものを排列したので ，その芦潤が大きいほどポジティブな菌が強いととを示し
ている。各生学年，男女の傾向にはそれほど大きな差はみられず ，いずれも国語が比較的中央に集まり，
数学(算数)，技家 (家庭)，保体(体育)のj瞭となっているが ，国語，数学(算数)と保体(体育 )
技家(家庭)とにはかなりはっきりした差がみられるようである。
2 学業成績と SD法調査結果
-14ー
教科に対する興味や関心がその担当教師によって大きく変化すると同様，自分の学習の結果として示
される学業成績もまた，学習意欲 ，動機づけにないて大きな条件となっているととも従来の学習心迎学
で明らかにされてきているととである。学業成綴の変動と学習に対する態度の変容は，いずれが因であ
タ，果であるかを結論づけるどとはできないが ，ととでは， 学業成績とその教科に対するイメージとの
関係について，それがどのようなものであるか，その関係の様相について考察する。
学業成績としては昭和 40年度 ，一学期の各教科の 5段階評価を用いた。実際の集計にあたっては 5
4の段階を上 ，ヨを中 ，2 ， 1を下として .3関塔によ ってま とめた。教科月Ij，性別 .段階別児童生徒
数は第 8表のようになっている。
第B表 学業成綴別児童 ・生徒数
(1) 中学 2 年 (2) 小 学 6 年
国語 数学 保体 技家 国語 算数 体育 家庭
男女計 男女計 男女l計 男女計 男女計 男 女計 男女計 男女 計
上 22 3 I 531 32 23 551 19 32 51 31 31 62 上 16 21 37 19 23 42 19 1 9 3& 15 28 43 
中 25 21 461 20 32 521 26 25 51 32 28 60 中 30 31 G 1 25 28 83 30 31 61 21 J 1 58 
下 19 13 371 14 15 291 21 13 34 31 11 14 下 17 19 36 19 20 39 1 ~ 15 29 21 12 33 
計 6611ojI36166110j1361 661 70!1361661701136 計 1631711134163171113416317111341631111134
各教科別 ，成績段階別の平均尺度待点は第?表と第 10表に示されている。ζとで，上，中，下の段
階を通じて.一定の傾向のあるもの(得点の増減について)にヲいて，形容言肘のうち，上位群のもの
がよb近い形容詞のみをとり出すと次のようなものがみられる。
中2 国言語小さな ，不完全な ，新しいrやさしい， 男らしい，好きな，はっきタ していない， 苦し
い，深い，丸い，不正確な aくらい
数学 完全な ，静かな，やさしい ，女らしい， 不愉快な ，複雑な，深い，四角な，かたい，正確な，
あかるい
保体 小さな ，美しい，新しい， やさしい，好きな， 愉快な，楽しい，複雑な，浅い，正確な，あか
るい
技家せまい，好きな，愉快な ，楽しい，四角な，かたい，正確な
小6 国語弱い，新じい， やさしい ，女らしい，はっきタしていない ，不愉快な，著しい s 深い，
不正確な，くらい
算数大きな，美しい，完全な，便利な，広い ，静かな，強い，新しい，やさしい， 好きな ，はっき
りしている 愉快な ，複雑な，四角な，正確な，あかるい
徐育 大きな， 美しい ，強い， 新しい， 好きな ，はっきり している ，愉快な ，楽しい .深い，丸い，
正確な
家庭女らしい， 妻子きな ，丸い ，やわらかい， 不正確な
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第?表 中学 2年学業成績別平均得点
:言語 国籍 数 学男女計 E玲 ->正 苦十上中下上。中下上 中下 上 叶コ 下 上 rわ 下 上 中 下
1 小さな 3.00 2.80 2.68 2，58 2.67 2.55 2.76 2.7 ，1 2.60 2.25 2.15 2.50 2.09 1.75 2.27 2.18 1.90 2.38 
2 美しくない 2.55 3.04 2.89 2.71 2.81 2.39 2.64 2.93 2.65 2.78 3.50 3.36 2.70 3.16 3.00 2.75 3.29 3.17 
3 ヲ邑会EえE 2.S6 308 3.53 3.19 3.14 3.H 3.06 311 3.40 4.03 3.85 3.; 7 4.35 1.13 3.53 4.)1 4.02 3.55 
4 河，{aな 2.36 2.52 2.05 2.46 1.95 2.1 2.42 2.26 2.66 1.91 1.60 2.07 U8 1.66 i.64 1.73 1.63 1.90 
5 広， ~ 、 3.14 3.16 3.68 3.~7 3.95 3.89 3.57 3.52 3.78 3.31 4.10 3.64 3. 96 4.09 4.00 3.16 4.[ 0 3.19 
6 うるさい 2.59 3.08 3.47 2.4 2 2.76 2.7 B 2.49 2.93 2.65 3.06 3.30 3.4 3 3.09 3.09 3.27 3.07 3.17 3.34 
71~奇い 3.27 3.40 3.26 3.35 3.18 2.83 3.32 3.0 3.05 2.59 2.35 2.78 2.09 2.50 2.53 2.38 2.41 2.66 
8 新しい 2.32 2.12 3.16 2.39 2.4 8 3.22. 2.36 2.28 3.1 y 3.41 3.20 3.36 3.74 3.16 3.53 3.55 3.17 3.45 
9 むずかしい 3.55 3.36 3.63 2.87 2.71 3.33 2.85 3.U7 3.49 3.66 4.05 4.07 3.30 1.13 4.33 3.51 4.10 4.21 
10 男らしい 2.55 2.80 2.89 2.35 2.4 3 2.61 2.43 2.63 2.78 322 3.25 3.0 3.43 3.41 3.4 0 331 3.35 3.4 1 
11 嫌いな 3.14 3.24 3.68 2.46 2.62 2.89 2.74 2.96 3.0 2.62 3.35 4.07 2.52. 3.17 3.93 2.58 3.42 4.00 
12 はっきりしている 2.45 2.48 3.12 255 305 3.39 2.51 2.74 3.40 4.00 3.10 3.36 4.13 3.87 3.80 4.05 358 3.59 
13 不愉快な 3.00 3.00 2.78 2.74 2.76 2.89 2.85 2.89 2.84 2.75 3.45 3.50 2.83 3.0 G 3.27 2.78 3.21 3.34 
14 議さしい 2.65 3.04 3.11 3.4 2 3.24 3.50 109 3.1.3 3.3 0 2.97 2.70 3.Q1 3.04 3.12 2.93 3.00 2.11 3.0 
15 単純な 1.09 2.64 2.79 2.48 2.62 2.61 2.32 2.68 1.65 1.75 2.00 2.36 2.00 U7 2.20 1.85 1. 92 2.28 
16 深い 4.09 352 2.95 3.52 3.14 3.33 3.75 3.35 3.1 4 05 3.95 3.3 (; 1.00 3.59 3.80 4.1 5 3.79 3.59 
17 四角な 3.U 5 3.12 3.11 2.58 2.16 2.12 2.77 291 2.92 3.56 3.25 3.36 3.61 3.59 3.47 3.58 3.54 3." 
18 やわらかい 2.1 2.92 3.41 3.5 g 3.52 3.39 3.24 3.19 3.43 2.16 2.60 2.50 1.18 2.09 2.53 2守002.25 2.52 
19 正磁な 2.65 3.04 3.16 2.90 305 3.fi 7 2.79 :l. 0 4 3.40 4.41 4.15 2.19 06 4.28 3.80 4.62 4.2 J 3.79 
i20 あかるい 2.86 3.00 3.37 3.45 3.43 3.84 3.1 3.15 3.59 3.38 3.05 2.86 3.13 3.03 3.07 3.25 3.04 2.97 
でスケ議ル(左選のみ~ 保 {tJ! t本 脊 技 やj!J 家 .Bi三男 女 言十 男 女 言十上中下 」ニ 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
111j、さ:tJ: 2.41 2.23 2.29 2.62 2.40 2.23 2.5 j 2.31 2.26 2.90 2.66 2.67 3.06 2ι4 2.4 5 2.82 2.65 2.7 1 
2 笑し〈ない 184 2.19 2.65 2.22 2.08 2.23 2.08 2.1 2.50 2.78 2.78 4.00 2..11 2.32 2.5 2.61 2.51 2.86 
3 完全な 3.31 3.5 g 3.45 3.56 3.64 3.15 3.41 3.61 3.32 3. 61 3.38 2.67 3.16 3.51 3.4 5 3.39 3.47 3.29 
4 弓可更な 2.16 2.19 2.4 0 2.34 2.12 2.62 2.27 2.16 2.50 2.16 2.03 3.00 1.74 1.86 1.13 1.98 1.93 2.00 
5 E二し、 4.11 4.04 3.75 3.97 4.08 4.23 4.02 4.06 3.91 3.58 3.28 3.61 2.97 2.15 3.21 3.27 3.28 3.36 
6 う る さい 3.73 3.50 3.4 5 3.4 4 3H 3.62 3.j 5 3.H 3.50 3.94 3.50 4.00 2.52 2.96 2.55 3.22 3.25 2.36 
71¥l奇い 2.00 1.50 2.05 1.69 1.72 2.08 1.80 1.61 2.09 2.19 2.37 3.00 3.16 3.00 3.09 2.68 2.67 3.07 
8 新しい 168 3.69 3.50 3.69 3.52 3.69 3.69 3.61 3.56 3.4 5 2.97 4.00 3.00 3.11 3.09 3.22 3.03 3.29 
9 むずかしい 2.84 2.68 3.25 2.41 3.1 6 3.38 2.57 2.& 6 3.29 3.23 3.28 3.67 2.52 3.14 2.73 2.90 3.22 2.93 
10 男らしい 4.00 4.1 1 3.60 3.47 3.68 3.85 3.67 3.18 3.68 4.00 "00 3.67 2.00 2.29 (173 3.00 3.03 1.36 
11 即位し、T，.r 1.95 1.73 2.80 1.84 2.4 8 3.15 1.88 2.10 2.95 2.32 2.53 4.00 2.16 2.51 2.91 2.2 " 2.5 3.1 " 
12 はっ手きりしてレる 3.13 3.65 3.4 5 3.9 " 4.08 3.38 3.86 3.86 3.41 345 353 3.3 3 3.0 3.36 3.08 3.22 3.4 5 3.14 
13 不愉快な 2.21 2.00 2.45 1.75 2.32 2.85 1.94 2.16 2.62 2.39 2.75 3.33 232 2.40 3.00 2.35 2.62 3.01 
14 楽しい 395 3.69 3.75 "-16 3.81 3.69 1.08 3.16 3.0 3.61 3.56 3.67 3.84 3.64 3.27 3.13 3.60 3.36 
15 島重和ijTJ: 2.90 2.9 G 3.05 3.31 2.76 3.15 3.00 3.06 3.26 2.42 2.59 3.33 2.8" 2.45 3.09 2.65 2.53 3.1 " 
16 深い 2.79 3.08 3.3 5 3.13 3.04 3.15 3.00 3.06 3.26 3.52 3.09 3.00 3.06 U6 3.18 3.29 3.3 3 3.14 
17 四角な 2.95 3.00 2.90 3.00 3.08 3.02 2.98 3.04 2.97 3.71 3.13 3.33 3.35 2.89 2.73 3.18 3.02 2.86 
18 やわらかい 337 3.50 3.00 3.41 3.52 3.69 3.39 3.51 3.26 2.03 2.69 3.3 3 3.71 3.32 3.64 2.90 2.98 3.51 
19 正確な 3.31 3.50 3.40 3.72 3.68 3.00 3.65 3.59 3.2< U6 3.53 3.00 3.23 3.15 3.55 3.69 3.63 3.43 
20 あかるい 4.05 4.23 3.95 4.53 4.40 4.00 4.35 4.31 3.94 3.1 0 3ιi 3.00 4.03 4.17 3.73 3.56 3.77 3.15 
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第 10表 小学 6年学業成績別平均得点
1でで弓ご4竺 国 書語 'u. 数
Z旋 日 男 女 骨十 男 女 言f
スケー Jレ(左の起 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
l小さい 2.06 2.20 2.59 2.53 2.61 2.16 2.22 2.41 2.35 2.11 2.08 2.53 2.17 2.32 2.25 2.14 2.21 2.3 81 
2突しく ない 2.31 2.70 2.42 2.29 2.11 2.42 2.30 2.74 2.n 2.63 2.96 3.26 2.96 2.93 3.00 2.81 2.94 1131 
3完全な 2.94 4.07 3.29 3.81 3.45 3.79 3.22 3.75 3.56 4.05 4.04 旦684.04 3.61 3.55 (05 3.80 3.621 
4 不便な 2.4 2.10 2.30 2.00 L87 2.84 2.19 1.98 2.58 1.41 1.84 2.32 1.65 1.15 2.15 1.51 1.19 2.231 
5広い 3.94 3.50 3.41 3.43 3.4S 五843.65 3.48 3.61 4.21 U2 3.58 3.87 3.19 3.90 4.02 3.94 3.141 
6 うるさい 2.50 2.83 2.82 2.05 2.61 2.63 2.24 2.12 2.12 2.89 3.12 3.05 3.09 3.07 3.20 3.00 3.09 3.131 
7 弱 い 2.4 4 2.4 0 2.88 3.05 3.00 2.42 2.18 2.7U 2.64 1.19 2.32 2.89 1.6 I 2.21 2.20 L11 2.26 2.51 
8 野干しい 2.69 3.23 3.58 2.52. 3.13 4.00 2.60 3.18 3.81 3.63 3.56 3.63 3.91 3.75 3.65 3.79 3ι6 3.64 
9 むずかしい 3.31 3.47 3.7 0 2.90 3.0 3.13 3.08 3.23 3.72 2.42 3.4 0 4.11 3.10 3.43 4.05 3.26 3.42 4.0 ~ 
10 男ら しい 2.94 3.10 3.29 2.61 2.14 2.14 2.78 2.92 3.00 3.89 3.4 4 3.41 3.30 3.11 3.15 3.57 3.26 3.31 
11 嫌いな 363 3.30 2.94 2.29 2.58 2.74 2.86 2.93 2.83 1.95 2.16 主732.70 2.19 3.45 2.36 2.77 2.59 
12 はっきりしてL、る 3.25 3.4 3 3.29 3.43 3.32 3.53 3.35 3.38 3.12 4.21 4.00 3.4 7 4.11 3.86 3.4 0 (19 3.92 3.44 
13 不愉快.t，l: 3.25 2.80 2.65 2.16 2.81 2.53 2.91 2.80 2.61 2.0 2.6 ~ 3.31 2.91 2.75 2.90 2.69 2.70 3.10 
14 機しい 2.69 2.91 3.18 3.48 3.58 3.63 3.14 3.3 J 3.4& 3.26 3.32 2.27 3.39 3.21 2.85 3.33 3.26 2.62 
15 単純な 2.00 2.60 2.88 2.51 2.98 3.H 2.32 2.79 3.19 2.05 2.46 2.74 2.00 2.11 2.10 2.02 2.55 2.12 
16 深い 3.50 3.50 3.35 4.lD 3.39 3.47 主783.44 139 179 3.68 153 4.04 146 3.&5 193 3.51 3.69 
17 四角な 3.06 2.80 2.65 3.00 2.65 3.00 3.03 2.72 2.83 3.31 3.28 11 3ι7 3.43 145 3.62 3.36 3.28 
18 やわらかい 2.81 3.33 3.00 3.00 3.54 3.21 2.92 3.41 3.1 2.53 2.24 2.53 2.22 2.64 2.15 2.31 2.45 2.33 
19 正確な 3.00 3.60 3.53 3.90 3.77 4.11 3.51 3.68 3.83 4.63 4.04 3.58 4.1 1 4.25 3.95 4.38 4.15 3.77 
20 あがるい 3.00 3.67 3.58 3.3 g 3.87 4.21 3.22 3.77 3.81 3.M 4 168 3.4 2 3.52 3.61 3.40 3.67 3.64 3.41 
3選 体 育 事L 庭男 女 書十 5月 女 書十上中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 寸て 上 中 下 上 中 下
1小さな 1.63 2.20 2.14 2.1 6 1.97 2.41 1.&9 2.01 2.31 127 2.96 3.10 2.96 2.& 1 2.67 3.05 2.88 2.94 
2 災 しく ない 2.41 2.53 3.36 2.11 2.45 2.81 2.29 2.43 3.10 2.20 2.11 2.5~ 2.36 2.19 2.11 2.30 2.15 2.39 
3 完全次 3.41 3.3 3 3.22 3.42 3.51 3.33 3ι5 3.l5 3.28 121 3.52 3.43 3.68 3.61 3.08 3.53 3.57 3.30 
4 不便1;l: 2.16 2.23 2.29 2.32 2.09 2.21 2.22 2.15 2.28 1.93 2.07 2.33 2.17 1.55 2.17 2.02 l19 2.21 
5 広 L、 U6 3.91 (22 3.84 4.35 4.13 4.00 U8 U7 2.81 2.96 3.00 3.H 3.58 3.33 3.26 3.29 3.12 
6 うるさい 3.53 123 3.64 163 3.57 3A 1 3.58 3.42 3.5 3.21 2.56 3.10 2.11 2.42 2.61 2.56 2.(8 2.94 
71lil ぃ 1.42 L90 2.78 195 2.00 2.21 L66 L96 2.52 3.80 3.26 3.38 3.11 2.94 3.08 3.35 3.09 3.27 
8 新しい 3.89 3.97 3.S 0 3.6M 3.59 3.60 3.7& 3.7 6 3.55 3.53 3.H 3.43 3.3 2 3.23 3.25 3.40 3.34 3.3 6 
9 む、ずかしい 2.~ 2 2.70 3.43 2.58 3.03 3.20 2.50 2.88 3.31 3.20 2.78 3.24 2.6~ 2.32 2.50 2.84 2.53 2.91 
10 男らしい 4.4 2 UO 4.43 3.63 304 6 3.73 ~.O S 3.79 H7 1.69 1.74 1.95 lA3 1.55 L58 1.4 0 1.64 1.82 
11 嫌いな 1.32 2.17 2.50 1.63 2.24 2.80 1.42 2.29 2.11 2.93 2.89 2.62 2.11 2.06 2.67 2.40 2.45 2.64 
12 はつぎりしな氾 1.00 3.53 3.64 3.68 3.16 3.3 3 3.84 3.64 3.-18 3.00 主262.86 3.32 3.42 3.00 3.21 3.34 2.91 
13 不愉快1.! 184 2.20 2.29 2.00 2.11 2.1 3 1.92 2.15 2.52 2.60 2.52 2.86 2.4 3 2.39 2.17 2.49 2.45 2.61 
14 嫌しい 404 7 4.37 (.00 4.47 3.86 3.80 4.47 4.12 3.36 3.13 3.18 3.61 Hl 4.19 4.00 3.98 MO .3.19 
15 I将純尤Z 3.26 3.20 3.29 3.3 7 3.27 3.21 3.3 2 3.24 3.2 ~ 3.07 2.89 338 3.32 3.3 5 158 3.23 3.14 3.4 5 
16 世~ ~、 3.53 3.10 3.14 3.31 3.27 3.00 3.4 5 3.19 3.G1 2.93 2.96 3.l4 3.04 3.03 3.25 3.00 3.00 3.18 
17 四角な 2.95 3.00 3.50 2.19 3.22 3.01 2.87 3.12 3.34 2.13 2.56 2.57 2.43 2.48 2.92 2.33 2.52 2.70 
18 や わらかい 3.26 3.33 2.78 3.05 3.19 2.60 3.15 3.25 2.69 3.93 3.78 3.51 4.00 3.14 3.15 3.98 3.76 
19 定絡な u 61 3.631 3.221 3.131 3.9 11 3.201 3.95 3.79 3.21 主273.26 3.62 3.6413.1713.15 3.51 3.53 
20 あかるい 4.5314.5314.501014.4614.2714.42 4.49 ι3& 4.20 4.22 4.05 4.041 4.2314.17 4.09 4.22 4.0 
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とのようにとD幽された形容詞をみると，中 2では国語に「好きな」がある反面.i苦しいJiくら
いJといったポジティブなものとネガティブのものが混在し，数学に会いても 「不愉快な」と「あかる
い」という形容詞がみられるが，保体，技家では共通してポジティブな傾向がみられる。小 6では国語
に沿いては中 2と同様「やさしい」 と「苦しいJiくらいJi不愉快」などが混在しているのに対し，
他の教科は共通してポグティ フ・な形容詞がみられる。すなわち，国語については，その教材の内容，性
質から複雑なイメージが構成されているものと思れる。数学 (算数)では s その教材の論理性のためか
内容の複雑さを感じてはいても愉快な ，好きなものとして受けとられている。保体(体脊).技家(家
庭)では運動，技能の面から成績が上のものほど，共通して好きな楽しいものとなっている。
また，との工うにみられるものは因子によってみればSPに属するものが多いのは，教科に対する態
度，意見といったものが，単なる興味，関心によって左右されるととも意味していると思われる。
さらにDscoreによって比較をすれば第11表のようになる。
第 11表 学業成d凱IJによるDscore
(1) 中学 2 年 (2) 小学 4 年
国 語
数学
保体
技家
国語 数学 保体 国語 算数 体育
2.04 2.79 3.84 2.85 国 語 1.97 3.61 3.94 
1. 9 8 2.46 2.9 1 4.08 算数 2.35 2.31 3.46 
2.09 2.53 2.45 6.1 6 体 育 1. 84 2.59 1.83 
2.08 3.4 1 4.43 家 庭 1.86 3.27 2.91 
(1)， (2)とも対角線上の枠は同一教科についての上 ・下聞のDscoreを示す。
対角線のよは成績上位群，下は下位群のDscoreを示す。
家庭
2.33 
2.81 
2.1 7 
2.33 
小 6の上位群では下位群より一世に差が大きく ，体育 ・家庭で 6 • 1 6，ついで算数 ・家庭 (4.08)
国語・体育 (3，84)，算数・体育 (2 . 9 1 )，国語・家庭(2.85)，国語 ・算数 (2.79)
であり ，下位群ではやはり体育 ・家庭にもっ とも大きく 4. 4わついで算数・家庭 (3.41)，算
数・体育 (2.53)，国語，体育 (2.09)，国語・家庭 (2. 08)，国語・算数(1 ， 9 8 ) 
と，上位群，下位群ともに差の大きさの順位については同じような傾向を示している。
中 2では，一般に小6より小さく， J:.位群では国語 ・休脊 (3，94)，国語 ・数学 (3 ， 6 1 )，
数学 ・体育 (3.46)，数常 ・技家 (2.81)，国語・技家 (2 ， 3 3 )，保体・技家 (2.17)
とな'rJ，下位群は小6と河 じように全体的に小さく，数学・技家 (3.27)，保体 ・技家 (2.91)
国語 ・保体 (2.59i，国語・数主主(2.35)，国語 ・技家 (1.86)，国語 ・保休 (1.84)
となっている。
ζれを因子別のDscoreによってみれば第 12表のようになる。
第 12表 学業成績上位苦手下位群問因子別Dscore
中 そ両←ι 2 年 ~← 4 ι 年
国 語 数 h二M千. 保 体 技 家 国 語 算 数 体 育 家 庭
MC 0.42 0.58 0.28 0.1 7 0.36 0.57 0.44 0.22 
SP 0.37 0.65 0.59 0.51 0.96 0.62 0.62 日.22
D 日65 日90 日17 日.84 日.69 日57 1.33 0.26 
L且L I 0.35 I 0.62 0.20 0.26 0.62 0.24 0.37 日22
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ζとで目立つものは，小 6では体育のDで 1. 3 3と国語のSPO.96である。中 2では，数主主の
D 0 • 9 0と技家のDのo• 8 4が目立っている。
ζζで.MCとSPから態度としてポジティプ，ネガテイプの方向性のはっきりしていると思われる
8尺度について，方向を一定にしてプロフィールを拾いたのが第 5図であるc
第 5関 学業成績段階別プロフィーJレ
中学 2 年
3 完全な
4 下中上3
使 ~II tl: 
図 やさしい
II 好きな
1 3 1世絞な
語 14 楽しい
1 9 iEl.!な
2 0 あかるい
3 完全な
上牛 下
便利な
数 9 やさしい
11 好き な
1 3 愉快な
学 1 4 楽 しい
1 9 正確な
2 0 あかるい
中上下
3 完全な
4 便利な
保 9 やさしい
鍵 1 1 好きな
体 1 3 愉快な
育 1 4 楽し い
1 9 正修な
2 0 あかるい
中上下
3 完全な
4 便利 ft.
やさしい
技 11 Hきな
術 1 3 愉快な
電t 1 4 楽しい
I 1 9 正Iな
2 0 あかるい
- 1 9ー
2 
不完全な
不便な
むずかしい
嫌いな
不愉快な
苦し い
不正確な
くらい
不完全な
不便な
むずかしい
謙いな
不愉快な
苦しい
不正僻な
くらい
不完全な
不便な
むずかしい
嫌いな
不愉快な
奮しい
不正信な
くらい
不完全な
使剥な
むずかしい
嫌いな
不愉快な
苦し い
不正諺t!
〈ら い
小学 6 年
3 完全 な
4 中 下上 5
4 r Iな
国 • ‘ 
11 きな
1 3 なー
語 1 4 :ll!しい
1 9 正確な
2 0 あかるい
上中下
3 完全な
4 4医科な ど二三 i ~ ー」 ー -ーL止でー~
算 9 やさしい
II 好きな
1 3 愉快な
数 I 4 楽 しい
1 9 正IJな
2 0 あかるい
!弓手
/ 
~/ "，-. 
、、¥ 
ドヲ
， ，ド"--て=¥込;iと
中上下
3 完全な
4 便利な
体 やきしい
1 I 野きな
1 3・ 愉快な
育 1 4 楽しい
1 9 正確な
2 0 あかるい
3 完全 な
中上下
4 使利な
家 9 やさしい
II 好きな
1 3 愉快な
庭 1 4 Jiしい
I 9 正確な
2 0 あかるい
2 
一
一
-ー・
./'喝， 
不完全な
不便な
むずかしい
蟻いな
不倫t買な
苦しい
不正停な
くら い
不完全な
不便な
むずかしい
嫌いな
不鎗伎な
苦しい
不正確な
くらい
不完全な
不佼な
むずかしい
嫌いな
不愉快な
苦しい
不正IJな
〈らい
不完全な
不便な
むずかしい
縫いな
小愉快な
苦しい
不正副Fな
つらい
とのプロフィールから，中 2，Ij' 6ともに国籍に念いては，その差は別として，上位苦手，下位群とに
ついての傾向の速いはみられないが，他の教科についてはそれぞれわずかずつではあるが上位群が下位
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群に比較してポヅティプな傾向がみられる。
学業成績とSD調査の結果とを概観し たのであるが，特に教科を通じての顕著な傾向はみられない
が，教科別にみるとき，次のようなことが要約されるであるう。
図書雪 上位群，下位群の問に一定の関係はみられない。上イ才群のほうがネガテ ィフ・なものもあ!J，-
定の傾向はみられないが，上， 下の差は小さい。 ζのようなととは，国語のもつ内容の多様性
(論理的なもの，情緒的なものを含む)と数学などに比較して明快さが少ないためと考えられる。
数学(算数) 方向としては上位群になるほどポヅティ ブな傾向が一応みられるが，その差は小さい。
教材内容の有用性，明快性を示すものについては上，下位群ともに同一方向に大きな反応を示し
ている。また，上位群ほど内容の理解とともに興味の深まりがみられるのは国語と異なる点であ
る。
保体 (休育 )，技家(家庭) ζの2教科は前二者ーとはまた別な意味ではっきり した傾向がみられる。
方向としては上位群，下位群の差はないが，強さにま示いては， S P尺度にかいて特に反応が片よ
り，上位群にお、いて， エりポグティフ・なものがみられる。中 2の技家では男女によって教材の差
があるため， MC， D， Mgの因子尺度は考察されねばならない。
3 学習法診断検査の結果と SD調査結果
教室外にかける学習活動としては，主として家庭に必ける学習があるが，予習，復習，あるいは宿題
などについての習懐，態度がどのようにして形成されていくのかというととは興味のある問題である。
とれらは「学校」や「教師」についての制度や地位，役割等についての観念や意識からつくられる態度
と現笑の朝交生活，教師の指導法等からうまれるものとの一致，管反等からも考祭される必要があろう。
また，とれは両殺，家族の意識，観念と関連して考えられるべきものでもある。
ζ とでは，予習，復習についての一般的な態度の様相と，各教科についてのイメージがどのような関
係にあるかをみようとしたものである。
学習態度については，問研式「学習法診断検査」を使用して偏差値を算出し， 実際には上(偏差値 55 
以上 ) 中 ， (54~ 4 5) ， 下 ( 4 1)以下)の 5段階に分類して比較を試みた。な:1;.>，各段階の児童 ・
生徒数は第 13表の ようになっている。
第 1:5表 学習法段階別児童・生徒数
中 !f- 2 年 -品t ι 年
男 女 計 男 女 計
上 1 0 1 2 22 5 18 23 
中 20 30 50 31 39 7日
下 36 28 64 27 14 41 
計ー 66 70 1 66 6 :5 71 1 34 
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第 14表 中学 2年学習法偏差値による平均得点
巴語義
一 一 ー一一
悶 fg 軍主 学
男 女 官十 主月 女 Z十
上中下 上 中 ?ご 上 中 下 上 C伊 トー. ヒ 中 下 上 中 下
11/J、さ1"，.( 2.10 2.80 2.86 2.92 2.50 2.36 2.82 2.62 2.64 1.80 2.55 2.25 2.17 191 1.93 2.0 2.15 2.1 
2 美しくない 2.30 3.0 2.89 2.42 2.60 2.&2 2.36 2.76 2.86 2.80 315 3.1 ~ 3.08 2.94 2.82 2.95 3.02 3.00 
3 完全な 2.80 3.15 126 125 3.23 2.93 3.05 120 3.18 4.40 3.05 4.00 4.4 2 3.94 3.96 t41 3.13 198 
4 不便な 2.10 2.35 13甘 2.08 2.23 2.25 2.09 2.28 2.33 160 2.15 1.75 1.42 163 169 1.50 1.83 L13 
5 広い 3.20 3.50 3.22 4.00 3.98 3.82 3.64 3.7 6 3.4 8 4.50 3.45 3.75 3.75 3.94 4.23 4.09 3.15 195 
6 うるさい 3.00 2.60 2.7 M 2.67 2.63 2.54 2.82 262 2，68 2，90 3.3 j 3，22 3，00 2，94 3042 2ιs 3.1 0 3，31 
71 il奇 い 3.30 155 3.19 2.92 3.3 3.32 3.09 3，42 3.25 2.00 2.40 2，81 2，11 2，38 2.46 2.09 2.38 2.66 
8 新しい 2.1 0 2.35 2，61 2，33 2.53 2，93 2，23 2，46 2.18 3.70 3.45 3，1 3. 6 7 3.4 7 3.27 3，68 3.46 3.21 
9 むずかしい 3.60 3.35 3.56 3，33 2.90 2.89 3.45 3.05 3.21 3.90 3.45 4.19 3ι7 4.l9 3.6513.71 190 3.97 
10 男らしい 2.50 2.80 2，78 2.67 2.40 2.43 2.59 2.56 2，62 3.80 3.20 3，11 3.50 3.34 129 3.29 
11 !tlIL、1"，.( 2.80 115 3.58 2.50 2.56 2.68 2.64 2.82 3.18 2.40 2.95 H7 3.08 1H 3，08 2.71 3.2 7 3.31 
12 はっきりしてL、る 2.60 2.65 2，83 2.92 2.80 3.01 2.17 2.18 2.94 3.90 3.05 3，75 4.15 3.81 3.73 4，36 3.S 2 3.74 
工3 不愉快な 2.30 2，85 3.11 2.4 2 2，93 2.79 2.36 2，90 100 2.40 3.10 3，33 2.92 103 3.31 2，68 3.06 3.23 
14 楽 しい 3.1 0 3.00 2，83 158; 3.33 3，35 3，6 3，20 3.06 3.60 3，00 2.61 3.11 2.7 2.2，92 3.36 2ι3 2，77 
15 単純な 1.90 2，25 2，75 L83 2，50 2，93 1.86 2，40 2，83 1.60 2.1 5 1.94 2，08 2，03 1.85 1.86 2，08 1.90 
16 宮~ ~、 3，90 3，10 3，36 4.00 3.51 2，86 3，95 3，62 3.1 4 4，30 U5 4.06 192 :1.8 'i 3，64 4.09 3.98 3，88 
17 四角な 3，00 2.，95 3.13 2ι3 2.1 0 2.57 2. 91 2，80 2.89 3.70 3.40 3.36 3.50 3.6:J 3.54 3.59 154 3.44 
18 やわらかい 3.1 0 3.15 2.94 108 3.50 3.11 3.09 3.36 3.28 1.80 2，65 2.36 1.42 2.23 2H 1.60 2.40 2.2& 
19 jE:習量な 2.10 2.95 3.03 125 3.27 2，99 3.00 3.12 3.00 4.50 3.90 4.22 5.00 4目~O 4.36 (1S 4.08 4.28 
20 あかるい 3.00 2，95 3.08 3.15 3.50 3.50 3.H 3.28 3.21 190 3.3 0 2，86 2.92 。輸'・空d 2.96 3.35 3.26 2，91 
_ー_.L..-._ ・ーー・. . ー ー -・ーー
で道議 保 健 体育 技術家 庭男 女計 男 女 富十
土中下土中下土中下 土中下土中下上中下
l 小さな l701 2.551 2.281 2.7512，3012.391 2.271 2.401 2.3 2.0012.7-5ti8i日812，9312.7512，3212.8612.18
2 1 ~し くたい 160 2.4 0 2.33 2.61 1.93 2.21 2.13 2.12 2.28 2.30 2.70 3.06 2.42 2，33 2.50 2.36 2.48 2，57 
3 完会1"，.( 3.10 3，50 3，36 3，33 3，83 3.25 3.50 3.7 0 3.3 2. 3.60 3.40 144 115 r H 7 3Ji 168 3. .. 3.32 
4 河て{史尤Z 180 2，40 2.31 2.50 2，10 2.46 2，11 2，22 2.31 1.50 2.1 0 2.33 iι311.63 1.93 1.64 U2 2.11 
5 広 い 4，00 3ι5 tOO 4，08 4.17 3.93 4，05 4，04 3，97 3ιo 3，0 3.50 3.41 i 2，01 3.18 3，50 3.1 0 3，36 
6 うるさい 4.l0 3.50 3.4 2 3，91 3.53 3.36 4，00 3，52 3.39 i.OO 3，70 3，67 2，91 2.10 3.21 3，41 2.7 4 3.41 
71 iHi い 1.50 1，65 2，00 1.01 1.53 2.01 1，59 1.58 2，03 1.70 2，40 2，44 3，3 3目。 3，1 2.59 2，14 2，13 
8 新 しい 4.10 3，50 3.56 3.83 3.10 主463，95 3.58 3.32 3.50 2.95 3.33 2.84 3.01 3.14 3.16 102 3.25 
9 むずかしい 2.70 2.65 3.03 2，92 2.81 2.82 2，82 2.7 8 2.94 2.90 3.15 3.H 2ι3 2.7 2.82 2.87 2，92 3.11 
10 男らしい (20 190 3.7 8 3，50 3.77 3.36 2.83 182 3.59 tlO 3.15 tl1 1.92' 1.80 2.1 2.91 2.58 3.Z2 
11 車種いな 1.90 2.35 2.08 2.67 2.10 2.39 2.32 2，20 2.22 1.80 2.H 2.12 2，08 2，33 2.71 195 2.38 2.72 
12 はっきりしている 4.10 3.4 5 3.56 3.3 3.87 3.86 3，95 3.10 169 3.60 3.25 3.58 川3.233，04 3.0 3.2 j 3，34 
13 不愉快な 2.，20 2.15 2，25 2，17 3，23 207 2.11 2. 0 2，17 160 2，75 2，87 2，00 I 2，63 2，78 L82 2，68 2.70 
14 占絡しい 3，20 3，90 3，86 3.83 4，03 3.93 3，55 3，98 3，89 3，80 3，50 3.58 3，92; 3，63 3，61 3，86 3.58 3，59 
15 腕1納 t，.( 2.10 3，2. 5 3，06 3，11 3.01 3.07 2.68 3，14 3，06 2，00 2.60 2，69 2，25 2，90 2，7 O 2，14 2.18 2，72 
16 深い 3.30 2.65 3.17 3.00 3，11 3.01 3，14 3.02 3.13 3.80 3.40 3.08 3.4 2 2，93 3，00 3.59 3.12 3，05 
17 四角1"_! 2.80 2，95 3.00 2.15 3.20 2.86 2.11 3.10 2，91 3.&0 3.60 3.19 2，68 2.61 2.93 3.14 2.67 3.08 
18 やわらかい 4.00 3.10 3.2 21 3.75 3.47 3.36 3.86 3.32 3.28 2.10 3.50 2.41 3.83 2. 43 3.46 3.05 2.43 2，91 
19 IE潔量r，.( 4.0 3.10 3.533.67 3.70 3.39 3.83 3.46 3.47 4.20 3.65 3.78 133 3.13 3.54 3.13 3.43 3.61 
20 あかあい 1.20 4，25 3.94 4.0 4，47 4，29 4.32 4.38 t09 3.4 0 3.15 3.25 4.25 4.20 3.79 3.86 t20 3，48 
-蜘
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第 15表 小学 6年学習法偏差値 に よ る平均得点
7潤 !軍平 雪量男 女 言十 男 女計上中下 上 中下 Iニ中下
上中下土中 2主21上司 直12.1一9 
111J、さ f，.! 1.8013.2312.3712.5012.3112.6112.4512.2712..17 2.201 2.n 23312.2&12.2612.2112.261220 
2 美しくたい 2.4 0 2.26 2.93 2.16 2.69 2.50 2.1 7 2.50 2.78 280 2.71 3.29 3.0 2.87 3.14 2.96 2.80 3.24 
3 完全な 160 3.58 3.53 3.72 3.74 3.36 3.70 3.67 3.4 6 HO 3.91 3.78 4.11 3.78 3.22 4.22 3.87 3.59 
4 不便な 1.60 2.36 2.36 2.11 2.13 2.29 2.00 2.19 2.34 2.20 1.84 1.85 1.6 1 1.72 2.14 1.7 4 1.77 L95 
5 広い 4.00 3.61 :iS 9 3.44 3.74 3.07，157 3.69 3.44 4.40 4.00 3.& 9 4.40 3.92 143 4.09 3.96 3.68 
6 うるさい 2.30 2.65 2.~ 3 2.50 2.26 2.86 2.56 2.4 3 2.9官 3，80 2.94 3.00 2.89 3.23 3.07 3.04 3.1 0 3.02 
71tl!il L、 3.0 2.0 2.63 2，94 2.85 2.78 1.91 2.6 2.68 2.0 2.23 2.52 1.& 9 197 2，29 1.9 1 2.09 2.44 
8 新しい 3.80 3.1 6 3.11 3.50 2，74 271 3.57 2.93 2.98 4.00 3.58 3.59 3.72 3.82 3，57 3.78 371 3，59 
9 むずかしい 3.60 3.0 3.48 3.11 113 3.50 3.2 3.26 3，49 3.4 0 3.39 3.31 3，22 3.95 3.57 3，26 3.1 0 3.44 
10 男らしい 3.0 3.1 9 3.07 2.89 2，63 2.7& 2.9 1 2.89 2.95 3.4 0 3.65 3.56 3.28 3.26 2.18 3.30 3.43 3.29 
11 嫌いな 3.60 3.35 3.36 2，16 2.12 2.1 J 2.48 2.94 3.02 3.00 2.81 2，78 2.2 g 2.38 2.28 2，43 3.13 2.61 
12 はっきりしている 2.4 0 3.54 3.19 3.33 3.4 6 3.43 3.13 3，50 3.2 T 4.60 3，87 3.&1 4.22 3日23，00 430 3，90 3.54 
13 不愉快な 3，60 3，06 2.78 2.!i6 2.7 ，1 2.78 2.78 2.89 2.73 2.60 2.71 2.85 2.72 2.8 7 2守932.7 0 2， B 0 2.33 
14 楽しい 2，40 2.94 3.04 3.94 3.41 3.43 3.61 3.20 2，98 3. 60 3.10 2.& J 3.50 2.90 3.64 3.52 239 3.10 
15 埼呈純な 2.80 2.52 2.56 3.28 2.87 3.00 3.17 2.1 2.71 3，00 2白062.63 l.83 2.4 2.4 3 2.09 2.33 2.56 
16 深い 3.80 3.61 3.2 3.72 3.62 3.14 3.7 ( 3.61 3.20 3，40 3.81 3.56 3.78 3.71 3.6 ~ 3，70 3.79 3.59 
17 四角な 3.20 2.8 :12.81 3.00 2.64 3.2 3.04 2，73 2.95 3，20 3.35 3.15 3.67 3.71 3.00 3，57 3.5 G 3.Q7 
18 やわらかい 3.00 2.90 3.3 3.28 3.38 3.14 3.22 3.17 3.27 1.60 2.39 2，56 2，50 2.18 2.78 2，30 2.27 2.% 
19 正硲な 3，20 3.68 3H 3.67 4.03 3.79 3.57 3.87 3.29 (80 4.10 3.93 4.39 4.23 3.4 3 4.4 8 4.17 :l.76 
20 あかるい 3.0 3.35 3.67 3.67 3.85 3.'1 3.52 3.63 3，68 10 tJI .168' 3.18 3.721 3.41i 3.71 3.7 8 3.53 3.56 
マミ年輩
司咽トー ・
背 聾民 司・ー..，.-際句百四}
女 世十 男 女 自・ト
ユケーノレ(鰍左宅ふ内み よ 中 下 」ニ 中 1ど 上 中 下 」二 中 下 上L 中 下 上 昨3 下
11/J、さな 2.20 2.0 2，00 2.22 1.90 2.6.1 2.2 1.94 2.22 3.80 2.87 3，[ 5 3.06 2.67 322 3.22 2.75 3，12 
2 奨しくない 3.20 2.52 2.14 222 2.29 2.93 2.43 2.39 2，61 2.20 2.16 2.4 2.0 2.31 2.56 2.35 2.24 2.49 
3 完全な 3.80 3.84 3.11 3.56 3.4 9 3.2 3.61 3.49 3.15 4.00 3.32 3.31 3.5 3.62 3.36 3.65 3.49 3.3 7 
4不信2な 2.0 2.16 2.3 2.28 2.05 2.36 2，2 2 2.10 2.34 2.00 2.19 2.1 9 l.50 1.92 1.93 1.61 1.16 2.1 0 
5広い 5.00 4.26 3，74 4.06 4.33 3.86 4.26 4，30 3.78 2.60 3.00 2.96 3.3 9 3，64 3.4 3 3.13 3.36 3.1 2 
6 ろるさい 3.20 3.54 3.26 3.61 3.69 3.14 3.52 3.63 3.2 2ιo 3.03 2.&5 2.9.j 2.33 2.64 2.13 2.64 2.78 
71~iJい 2，60 190 1.96 2.06 1.92 2.29 1.96 1.91 2.12 3.80 3.54 3.291 3目1 3.0 3.14 3.26 3.24 3.24 
8 新しい 4.60 3ι7 3.81 3.61 3.62 3.6 j 3.83 3.7 3 3，76 4.0 3.3 2 3.41 3.11 3.4 9 2，78 3.30 3.41 3.20 
9 むF廿‘ヌb当しし、 2.80 2.65 2.85 3.50 2.59 3.07 3.35 Hl 2.98 2.0 3.03 3，15 2.3 2，51 2，63 1，.26 2.7 4 2.98 
10 男らしい 4.40 4.4& 4.1 1 3.72 3.49 3.51 3.87 3.93 3.93 2.65 1.52 1.85 144 1.56 1.64 1.4 8 1.54 1.78 
11 嫌いな 1.80 2.02 1.78 2.33 2.1& 2.0 2.2 2.11 1.85 2.40 3.06 2.85 1.83 2.23 2.36 1.96 2.60 2.68 
12 はっきりしてL、る 4.00 3.68 3，70 3.61 3.59 3.4 3 3.70 3.59 3.61 3.60 3.19 2.96 3.4 3.08 3.79 3ι8 3.1 3 3，24 
13 木材01ヲモな 2.40 2.10 2.07 2.28 2.10 2.50 2.30 2. [02.2 2.40 2.58 2.71 2.06 2.41 2，86 2.13 2.49 2.76 
14 縦しい 4白404.32 4.29 :1.94 3.92 4.14 4.04 4.10 4.24 4.20 3.71 3.10 4.50 4.00 3.79 4.1 8 3.87 3.73 
15 単純Y:，t 3ι。3.1 3 3.26 3.39 3.21 3.43 3.4 8 3.17 3.32 3.60 3.06 2.89 3.4 4 3.49 3，00 3，48 3.30 2.93 
16 深い 2.40 3.45 3.19 乱283.31 3.01 3.09 3.31 3.15 2.4 0 3.10 3.15 3.33 2.85 2，78 3.13 2.91 3.17 
17 四'f!Jl'.I: 3.60 2，74 3.41 3.28 3.00 3.22 3.34 2.89 3.34 2.40 2.71 2.18 2，33 2.3 3.00 2.35 2.441 2.6 
18 Jやわらかい 3.40 3.58 2.11 3.00 2.92 3.29 3.09 3.21 3.10 4.20 3.84 3.52 4.06 3.82 3ι64 4.09 3.83 3.56 
19 昆硝な 4.20 3ιl 3.48 3.94 3.69 3.0 4.00 3.74 3.46 4.0 3.4 5 3.22 3.89 3.69 3.50 3.91 3.59 3.32 
20 めかるい 5.00 4.52 4，4 ~ 4.56 4.28 4.29 4.65 4.39 4，39 -1.60 4.39 3.8 1 4.33 4.15 且934.35 4.26 3.85 
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各段階別のSD尺度平均得点は第 14， 1 5表に示される。上，中，下の各段階を通じて一定の傾向
がみられる尺度で，上位若手がより近くなる形容詞は次のようなものである。
中2 国語美しい，便利な，古い，好きな，はっきりしていない，愉快な，楽しい，複雑な，深い
あかるい
数学 静かな，強い，新しい，やさしい，好きな，愉快な，楽しい，深い，四角な，あかるい
保体便利な，広い，うるさい，新しい，男らしい，はっきりしている，やわらかい
技言宗 美しい，完全な，便利な，やさしい，好きな，愉快な，深い
小 6 国穂美しい，完全な，便利な，やさしい，好きな，楽しい， 深川くらい
事事数 完全な，便利な，広い，強い，新しい，はっきりしている，愉快な，複雑な，四角な，正確な
体育 完全な，嫌いな，はっきりしている，苦しい，正確な
家庭 完全な，便利な，静かな，やさしい，女らしい，好きな，愉快な，楽しい，単純な，丸い，や
わらかい，jf縫な，あかるい
学年，教科を通じて比較的ポジティ フ'と考えられるホのがみられる。すなわち，学習態度が上と判断
されるものは，教科についてのイメージも好意的，積極的であるととがわかる。小品の体育にのみ，
「嫌いなJr苦しいJという，他の教科とは逆な傾向がみられる。実際には，体育という教科は予習，
復習といった日常の家庭学習に蛮按欄係していないととを考えれば，他の教科と異なった傾向がみられ
るのも当然である。中 2の保体:にお、いても他の教科と比較すれば，ポジティブと忽われるものは見当た
らない。
とれをDscoreによって示したのが第 16表である。
第 16表 学習法上・下位群別のDscore 
(])中学 2 年 (2) 小学 6 年
国 跨 数学 保体 技家 国語 算数 体育 家庭
国符 1.79 4.03 3.61 2.28 国務 1.56 2.70 4.36 2.9 i 
数学 2.96 1.93 3.58 3. 29 算数 1.43 1.89 2.48 4.49 
保体 2.76 五(6 1.32 2.37 体育 3.60 2.33 1. 1 5 五98
技家 1.69 2.51 家庭 1.9 1 2.64 五21 1.94 
L一 一一 」
(1)， (2)とも対角線上の枠は同一教科について上位群，下位群間のDscoreを示し，
対角線より上は上位群，下は下位鮮にかける教科聞のDscoreを示す。
上，下位群内にbいては，中 2，小 6ともに上位群にないて教科聞の差が火きい。中 2の上位群では
国語 ・数学 (4.03)，国語 ・保体 (3.61)，数学 ・傑休 (3.58)，数学 ・技家 (3.29)
保体 ・技家 (2.37)，国語 ・技家(2 • 2 8 )であるのに対し，下位群では数学 ・保体 (3.46)
国語 ・数学 (2.96)，国語 ・保体(2 • 7 6 )，数学 ・技家 (2.51)，保体 ・技家 (1.70)
閤語 ・技家 (1.69)となっている。また，小6の上位群では算数，家庭 (4.49)，国語・体育
(4.36)，体育 ・家庭 (3.98)，国語 ・家庭 (2.91)，畠諮 ・算数 (2.70)，算数 ・
体育 (2.48)であるのに対し，下位群では国語・休宵 (3.06)，体育 ・家庭 (3.21)，算
数 ・家庭 (2.64)，算数 ・体育 (2.33)，国語 ・家庭 (1.91)，国語 ・算数 (1.43)
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である。上位群に大きいというのはそれだ付言土手ー に対する意識が明Ii(:に[.A:;:I[されて存存寸るζ とも考え
られる。
同一教科についての上 ・ 下位群聞の差は中 2 ， 小るともに大きな液化はない。学年を共通して'iå~
(算数 )，国語に品、いては比救的大 きく，体育に沿いては小さい。問科， f:~ペt (算数〕といった教jf:'1は，
毎日の予習，復習等の習慣が大き く影響するのに対し，保仏 f休背)ではそのような習慣， 態&とはあ
まり関係がないととが示される。
とれらのDSC01'eを因子別にみたのが第 17表である。
第 17表 学習法上位群ド位群問怯l子別Dscore
中 持ー全4ー 2 年 学 d 年
国 話 数学 {保 体 技 語~ 国 王日五ロ ま草 数 体 育 家 庭
MC 0.1 4 0.62 0.26 日.35 0.26 日57 O. 4 1 0.47 
SP 日37 Q26 日46 日.39 日.39 0.7 1 0.54 
D 0.3日 日33ヲ 0.1 7 0.33 日.51 O. 1 0 0.20 
Mg O. ~ 4 0.32 0.54 : 0.33 日.22 0.28 0.35J 1 
第 4図 学習法段階別プロフ ィーJレ
中学 2 年
中下上54 
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完全な
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完全な
便利な
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11 好きな
1 3 愉tl(な
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便利 な
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4 便利な
体 9 やきしい
11 好きな
1 3 愉快 な
育 1 ~ 楽しい
1 9 正~な
2 0 あかるい
完全な
便利な
家 やさしい
1 1 好きな
1 3 愉快 な
庭 1 4 楽 しい
1 9 正確な
2 0 あかるい
4 上中下 3 
上中下
上中 下
ノ//"' 
「一 、、、、了、下
「
J 〆.... 
[.:戸，JF， r-
、、
区ζ立
I'ご¥己主;-_ 
上中下
- 26ー
不完全な
不便な
むずかしい
鎌いな
不愉快な
苦 しい
不正確な
くらい
2 不完全な
不便な
むずかしい
嫌いな
不愉快な
苦し い
不正Ift.r
くら い
不完全な
不使な
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r 2では数学に会いて比較的Dが大きく ，他はあまり差がない。小ιでもある程度同じととがいえる
が，体育，家庭のSPが 0.71，0.54と比較的大きい。数学や算数などの論理的教科にbいては
やはり日常の学習習慣や態度が教材のイメージに影響しているものと思われる。
2 0対の形容詞尺度のうちから学業成績との関係でみたものと同じ8つの形容詞尺度について，プロ
フィーJレを描いたのが第 4図である。
国語では比較的中央に寄っているが，上位群ではむずかしさの方向に大きく.それだけ明確に意識さ
れているものと思われる。
数学(算数)は上，中，下位若手ともに同じ傾向を示しているが，上位若手が平均してポジテイブな傾向
がみられる。
保体(体育)では上，中，-f位若手に一定の傾向はみられないが，とζに示された尺度ではほとんどが
ポジテ4ブの方向を示している。
技家(家庭)では，上，中，下位群の臓にポヅティプな傾向が明瞭であり，また，保体(体育)と同じ
ように上，中，下位群を通じてほとんどがポジティプな方向を示している。
要 約
中学校2年，小学校6年の児量生徒ーを対象に国語，数学(算数)保健体育(体育)，技術家庭(家庭)
の4教科についてのイメージをSD法によって調査し，学業成績，学習態度との関係を考察した。
SD法による調査結果からは次のようなととが考えられた。
1 )全体的に評価的因子をもっ尺度に反応が大きく，とくに 「やさ しいーむずかしいJiたのしいー
苦しい」等の尺度に強い反応がみられた。
2 )性差については大きな差はみられないが，中学2年の技家のように教材の異なるものについては
はっき bした差があった。
3 )教科に必いては国語・数学(算数)が比較的類似し，保体 (体育)J 技家 (家庭)が類似した傾
向を示し，両者の傾向には差がみられた。すなわち，国語 ・数学 (算数)ではポジティプ・ネガテ
ィプの方向がかなりはっきりしているが，保体(体育)，技家(家庭)ではネガティブなものはほ
とんどみられなかった。
.学業成績については，5段階評価を用い，集計は 3段階で行なった。
1 )上位群は下位群より評価的因子に反応が大きく ，方向と しては比較的ポジティブと考えられた。
2 )教科聞の差については上位群に大きく ，下位群に小さい。上位若手にbいては教科に対する意識が
はっきりしているととがうかがわれた。
3 )同一教科については上，下-位群の差は小さく ，"!た教科別にもみてもほとんど差はなかった。
学習耀度については田研式「学習法診断検査」を実施し，3段階にして考察した。
1 )上位群にあっては下位群より評価的因子にかいて強く反応し，比較的ポジティ プな傾向がみられ
た。
2 )小学6年の体育，家庭では上位群にネガティブな傾向がみられた。
ヨ)教科聞の差については上位群に大きな差がみられ， 国語，数学(算数)の差が比較的大きかった。
次の段階としては，イメーヅの構造分析がなされなければならない。をた，イメージや慾度がどのよ
- 2 7-
うに形成され影響されてくるかについての分析が必要である。 ζとで11いられた方法についても，S D 
尺度構成について更に検討を要するとともに，笠業tblt拍，学習悲&:についても詳制な分析が必妥である
うと思われる。
との謂査については東京教育大学辰野千寿先生，福島大学務地章夫先生から懇切なるど三時をい
ただいた。宮尾〈感謝するとともに第二学期の多忙の中を，資1[(な時閉会さいていただいた主主役の佼長先
生はじめ諸先生，児1友，生徒のみなさんに深く感謝する次第である。
ζの研究を担当し， 執鋒したのは島田支古である。
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